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序

　甲子園会館および建築スタジオにおける階

段下り歩行実験（その１参照）にて見られ

た注視行動の特徴を述べる。また、３種類の

異なる階段において見られた実験結果の共通

点、相違点を明らかにし、地下鉄駅舎におけ

る実験結果 1)2) とも比較する。

1.曲り階段（甲子園会館２階→１階）

　階高3.18ｍを、90度ずつ曲がって接続し

た３本の階段によって下る。このとき、常に

前方に壁遮蔽縁が見える。

　視線が比較的上向きな被験者（図1ＫＭ、

ＡＫ、ＫＡ、ＭＮ）は左右の壁面、または前

方壁面への注視が多く、視線が比較的下向き

な被験者（図1ＥＨ、ＭＨ）は床壁コーナー

注視または床面注視が多かった。いずれの被

験者も、また、現在歩いている階段への注視

は、最下段付近も含めて見られない。歩くに

つれて手前から奥へと注視が移動した。壁

遮蔽縁付近への斜交い注視は少なかった。　 

2.直階段（甲子園会館３階→２階）

　階高3.18ｍをまっすぐ下る階段である。階

段を下るとき、はじめは前方に天井遮蔽縁と

壁遮蔽縁が見えるが、途中で天井遮蔽縁が見

えなくなる。

　視線が比較的上向きな被験者（図1ＡＫ、

ＫＡ）は左右の壁面への注視が多く、しばし

ば注視が天井遮蔽縁付近に向いた。階段をほ

とんど注視せず、最下段も確認せずに下るこ

とも多い。

　視線が比較的下向きな被験者（図1ＭＨ、

ＥＨ、ＫＭ、ＭＮ）は前方の床面への注視が

多く見られるほか、壁斜交い注視や階段の最

下段への注視も多かった。天井遮蔽縁付近へ

の斜交い注視は見られない。階段の最下段を

どの程度注視するかは、被験者の視線の向き

にもより個人差が大きいが、最も最後まで注

視していた被験者ＭＨは、下り終わる約７段

手前まで注視した。

3.建築スタジオ折返し階段（２階→１階）

　階高4.5ｍを、180度曲がって接続した２

本の階段によって下る。上階の階段が天井と
図 1　甲子園会館における階段下り歩行実験時の
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なり、下り始めは天井遮蔽縁を構成するが、途中で視界の上

方に消える。

　前方壁面への注視が多い被験者（図2ＡＫ、ＥＨ、ＫＡ、ＭＨ）

と、右側の壁面への注視が多い被験者（図2ＫＭ、ＭＮ）が

見られた。いずれの被験者も、階段の下り終わりには前方壁

面を注視するようになる。壁遮蔽縁付近への斜交い注視は少

なかった。階段付近への注視も少なく、最下段付近も含め階

段付近への注視が確認できない被験者も多い。

4．共通点と相違点

4-1.共通点　(1)階段への注視が少ない。これは地下鉄駅舎

における実験結果と異なる注1)。原因としては、地下鉄駅舎に

おける実験が探索歩行であったのに対し、今回の実験は歩き

なれた階段の歩行であったことが推測できる。(2)遮蔽縁（特

に壁遮蔽縁）付近への斜交い注視が少ない。これは地下鉄駅

舎における実験結果と異なる。推測できる原因としては、①

地下鉄駅舎における実験が探索歩行であったのに対し、今回

の実験は歩きなれた階段での実験で、経路学習後といえるこ

と②甲子園会館については、階段や壁などの装飾が豊かであ

ること③建築スタジオについては、地下鉄駅舎や甲子園会館

とは異なり、壁面によって前方の風景が大きく隠れないこと、

が考えられる。

4-2.相違点　(1)階段の前方が折れ曲がっている場合（甲子

園会館の曲り階段、建築スタジオの直階段）は、壁面や壁コー

ナーへの注視が多い。初めは側面の壁面など、手前の対象物

を注視し、階段を下るに従い正面の壁面など、奥の対象物へ

と注視が移動する。地下鉄駅舎における実験では、このよう

なシーンにおいては壁遮蔽縁と階段の間を注視が複雑に移動

していた。(2)階段の前方が折れ曲がっていない場合（甲子

園会館の直階段）は、比較的視線が上向きな被験者は左右の

壁面への注視が多く、しばしば注視が天井遮蔽縁付近に向く。

視線が比較的下向きな被験者は下階の床面への注視が多く見

られるほか、壁斜交い注視や階段の最下段への注視も多い。

天井遮蔽縁へは注視が向かない。地下鉄駅舎における実験で

は、このようなシーンにおいては注視が天井遮蔽縁と階段の

間を垂直に往復していた。

結語

　甲子園会館および建築スタジオにおける階段下り歩行実験

において見られた注視行動の特徴を、地下鉄駅舎における実

験結果と比較しつつ明らかにした。

　階段上り歩行実験では、被験者が歩行先の段（最下段付近、

最上段付近を含む）を注視して歩行していることが確認でき

たが、階段下り歩行実験ではこうした場所への注視が確認で

きない被験者も見られた。地下鉄駅舎における実験と違い、

今回の実験は歩きなれた階段の歩行であったことが原因と推

測できる。しかし、周辺視のみで階段を歩行できるのかどう

かには疑問もあり、今後解明すべき課題であると考えている。

注
1)地下鉄駅舎で実験を行った当時、アイカメラ NAC EMR-8 のレンズの視

野角は最大92°であったため、視野角92°のレンズを用いて実験を

行った。よって階段下り歩行実験においては、被験者の足元付近の階
段がアイカメラの映像の外側にあったが、アイマークの頻繁な下方へ
の消失から、足元付近の階段に注視が集中していると推察できた。

　　今回甲子園会館および建築スタジオにおける実験に使用したアイカ
メラは NAC EMR-8B で、レンズの視野角は最大115°に拡大した。視
野角92°のレンズを使用して実験することも可能であったが、より
データの精度を上げるため、視野角115°のレンズを使用した。その
結果、アイマークの消失は大幅に減少した。
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図 2　建築スタジオにおける階段下り歩行実験時の
注視行動解析図および注視点の移動の様子
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